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会議の経過  
 
菊地係長 
 

前回に引き続き、「美里町健康づくり推進協議会並びに美里食育

推進会議」を開催させていただきます。開会にあたり町長からあいさ

つを申し上げます。 
佐々木町長 
 
 
 
 
 
 
 

大変お忙しい中、お集まりをいただき厚く御礼を申し上げます。 
３月２２日に美里町健康づくり推進協議会並びに美里食育推進会

議を開催させていただきました。私も出席しなければならなかったの

ですが、翌日が議会の最終日となっており、その調整があってこの

会議に出席できず、改めてお詫び申し上げます。 
美里町も新年度に入らせていただきました。２４年度は昨年の震

災の復旧復興をしっかりやっていくことが一番の課題であり、町づく

りの方針も復旧復興が主な内容となっています。その中で、今回の

震災の教訓や反省も踏まえながら、電気がなかなか通じなかったこ

と、あるいは水の通水が出来なかったという反省もあります。町内に

給水セーフタワーが９か所ありますが、更に６か所位設置すること

や、発電機についても大型・小型等を含め、全ての避難施設に配置

をする等、必要な人員等も兼ね備え、町の安全・安心のために、必

要な施策をしっかりとやっていこうと思っております。 
なお、合併時に作り上げた美里町総合計画も、９年、１０年のスパ

ンで作っておりますが、２３年度はその中間点であったことから、

色々な住民の方々のご協力をいただき、見直しをさせていただきま

した。その見直しに基づいて、町づくりについても、後期の５年をその

計画に沿って進めなければならないと思っています。行政改革の見

直しとともに、新たな計画も策定させていただいておりますので、新

たな気持ちでしっかりと事業を実施していかなければならないと思っ

ています。 
１０月からは小学校６年生まで、医療費の無料化を実施します。ま

た、今日の河北新聞で美里町の介護保険料は、３，６００円の据え置

きと報じられていましたが、驚いたのは、美里町の基準額が県内で

一番低い町との紹介がありました。これは無理に上げなかった訳で

はなく、財源の裏づけを持ち、今回の見直しの中で据え置いたという

状況です。高齢者対策を含めた様々なことで、本日、ご出席の皆様

方からご指導をいただいておりますが、町民の健康づくりについて

も、よろしくお願い致します。 
３月２２日の美里町健康づくり推進協議会では、計画の考え方に



ついて、町の方から説明させていただき、委員の方々からもご意見

をいただいたと聞いております。本日はその意見に沿って、町として

の考え方や対応の説明をさせていただき、委員さん方からご助言、

ご指導をいただき、この会議を進めていきたいと思っておりますの

で、よろしくお願いいたします。 
 

菊地係長 ここからは、会長さんの進行でお願いいたします。 
高橋会長 
 
 
 

 皆さんのご意見でスムーズに会議が進むようご協力をお願いしま

す。貴重な時間ですので、始めさせていただきます。 
議事録署名人及び書記の選出ということですが、こちらから指名さ

せていただいてもよろしいですか。 
全委員 了解の返事あり 
高橋会長 
 
 
 

 議事録署名人には 玉手委員さんと佐々木洋子委員さん。書記に

は日野保健師にお願いいしたいと思います。 
では、早速、審議事項に入らせていただきます。美里町健康増進 
計画（案）、美里町食育推進計画（案）について、前回の意見に対す

る対応等、事務局から説明をお願いします。 
菊地係長 事前に配布した資料をご覧いただきたいと思います。 

３月２２日の会議でいただいたご意見の後、委員さん方から追加 
のご意見やご質問等はありませんでした。本日は前回の会議の中で

の質問やご意見について、町としての対応等をまとめておりますの

で、説明させていただきます。 
 
○平成２４年３月２２日健康づくり推進協議会・食育推進会議での意

見（１～５）の対応について説明を行った。 
 
以上、ご意見いただいた中で、今後の課題は働き盛り世代へのア

プローチとなってきます。今後の人口構成をみても、高齢化率が上

昇しますし、特に７５歳以上の後期高齢者の割合が増加していきま

す。そのため、その社会を支える働き盛り世代が元気でいるというこ

とを健康づくり活動の目標とし、節目年齢の検診の無料化であった

り、ダイレクトメールで検診の周知を図ったり、更には母子保健事業

の中で関わる機会を捉え、子どもの健康づくりと合わせ、パパやママ

の若い世代の適切な生活習慣の維持について、普及啓発をしてい

きたいと思います。 
更には、健康づくり事業に関連する計画を持っている、生涯学習



課や教育委員会、関係各課や高齢者や食育等でお世話になってい

る社会福祉協議会等、色々な関係機関と情報の共有を図り、活動に

ついての連絡会等の設定も考えていきたいと思っています。また、重

症化予防としては、健診結果を踏まえながら優先順位を設定し、個

別へのアプローチを強化していきたいと思います。 
最後に食育推進計画の第２期では、食は口から入るということか

ら、新たに口腔対策を盛り込み設定したところです。健康増進計画

の推進と合わせ、食育推進計画でも取り組んでいきたいと思いま

す。また、食育については、関係機関や町内栄養士等との一貫した

事業の方向性を持ちながら連携していきたいと思います。以上のこ

とを重点的に取り組んでいきたいと思います。 

高橋会長 
 
 

前回、発言した委員さん、いかがでしょうか。 
色々な関係で、変更できない部分もあるようですが、その辺も踏ま

え、ご発言をお願いします。佐藤委員さん、よろしいでしょうか。 
佐藤千恵委

員 
大丈夫です。設定の時にその設定の根拠を、きちんと説明できる

ようになっていればいいと思います。 
齋藤委員 
 
 
 
 

前回の資料を見させていただいて質問ですが、データは２２年度

で、今は２４年度ですよね。２３年度のデータは、いつごろ示していた

だけるのでしょうか。２２年度と２３年度のデータを比較しないと、本

当の意味での今後の対応はでてこないと思うのですが、いかがでし

ょうか。 
菊地係長 事業は３月まで行っていたものもあります。がん検診事業の報告

等もですが、通年６月から７月には、２３年度事業のまとめを行い、

議会にも報告しております。事務局としては６月から７月頃には、お

示ししたいと思っています。 
齋藤委員 我々にはその時のデータ等いただけるのでしょうか。 
菊地係長 今年度中に２３年度の結果をお伝えしつつ、秋頃には次年度の予

定もあるので、お示しする機会を持ちたいと思います。 
高橋会長 今の話からすると、データの基本は２２年度で行っているということ

でよいですか。 

菊地係長 この計画自体は２２年度のデータから、向こう１０年間の取り組み

の現状値として捉えさせていただきますので、今後、進行管理する

意味で、毎年、委員さん方にご報告する数値と、５年毎に評価するた

めの指標と分けながら報告させていただきたいと思います。 



高橋会長 
 
 

そこを了解していただかないとね。 
先生には貴重なご意見をいただいたので…。 
そのような訳でもあり、ご理解をいただきながら、基本は２２年度と

いうことでお願いします。 
齋藤委員 はい。 
高橋会長 
 

 他にご意見はよろしいですか。前回、欠席された委員さんも、資料

を見て気づいた点やご指摘、ご意見等はありませんか。 
全委員  質疑なし 
高橋会長 
 

よろしいということでご了承いただければと思います。 
 今後のスケジュール（案）に入る前に何か事務局あるのですか。 

菊地係長 前回の（案）と今回ご意見いただいたことの説明をしましたので、

今後のスケジュール（案）に入っていただいて大丈夫です。 
高橋会長 事務局側の日程としては、５月１日～１４日までにパブリックコメン

トの予定ですがいかがでしょうか。是非、その前にもう一度意見を聞

いた方が良いのか、今の素案で意見を聞くという段取りでよいのか。

それとも、もう一度まとまったものを作り直し、提示をというお話にな

るのか。新データはそれまでには、まとまらないと思いますが、先ほ

ど話したように２２年度を基礎にということで、その辺についてのご意

見をお願いいたします。 
正直いいまして，他町ではもう出ている場合があります。色々なケ

ースがあるので一概には言えませんが、町も頑張って段取りをつけ

ていると思います。良い意見や計画が、町民の皆さんに届くことを期

待していますので、委員の皆様方、ご指摘やご指導をお願いします。 

佐藤千恵委

員 
 前回の資料で、２２年度の町民県健康調査結果の貴重なデータが

ありますが、その活用はどのように考えていますか。 
菊地係長  食育の周知と同様に、健康増進計画の周知についても、地区に入

り込んだ健康教育の場面や、活動いただいている健康協力員さん

等、地区の方々にも町の現状を伝え、町ではこういうところを目指し

ているということを、是非、知らせていきたいと思います。 
高橋会長 
 
 
 
 
 

 今、話があったように、本当はパブリックコメントが出る前に、ダイジ

ェスト版や１枚ものでもいいので、住民にお示しできるものがあれ

ば、もう少し関心を持ってもらえるのかもしれません。時期的には無

理かもしれませんが、コツコツと日々の活動の中でということが、基

本なんでしょうが。 
 



菊地係長 今回、委員さん方にお示しした資料は、そのまま各地区館やホー

ムページに載せたいと思っています。 
高橋会長 他にご意見はよろしいですか。松田委員さん大丈夫ですか 
高橋会長 玉手先生、気づいた点はありますか。 
玉手委員 １０年とは長いですね。 

高橋会長 スパンが長いものですからね。 
玉手委員 頑張って推進していただきたいと思います。 
高橋会長 ５年というところ、１０年というところ、この町は１０年というスパンで

すが、良いものに仕上げていってほしいと思います。委員の方のご

意見が貴重だと思いますので、言い残しのないようにお願いします。 
宍戸委員 パブリックコメントはホームページでみられると思いますが、そのよ

うな機械を持っていない人は、自分から足を運ばなければならない

ですよね。興味のある人は随時見るでしょうが、年配の方々には一

般的に知られていないと思います。その辺をうまく広報誌とかでお伝

えできればと思うのですが。 
高橋会長 広報にもうまく気付くような載せ方をする等、折にふれ是非考えて

みてください。委員さんのご指摘もありますので。 
菊地係長 
 
 
 
 

パブリックコメントの時だけではなく、その後の周知法については、

もう少し検討させていただきたいと思います。 
第１期の時には、ポスター形式の１枚ものを各家庭にお渡しした

わけですが、じゃまにならずに気付いていただけるものを、少し考え

ていきたいと思います。 
高橋会長 これについては、事務局の予定通りにということで、皆さんの了解

は必要ですか。 
菊地係長 はい。 
高橋会長 ここに記載のある通り、５月１日～５月１４日をめどに、パブリックコ

メントが載るという予定でよろしいでしょうか。その前にもう一回集ま

った方が良いとか、今の話が集約されれば載せても良いというご意

見でしょうか。紙面に記載されている予定でよろしいですか。 
全委員 はい。 
高橋会長 計画した通り、是非、それに向かって分かりやすい仕上げ方でよ

ろしくお願いします。その件はよろしいですね。 
全委員 はい。 

菊地係長 ありがとうございました。 



高橋会長 その他に入ります。事務局、持ち合わせはありますか。 
菊地係長 今はございません。 
高橋会長 では委員の皆様方、何かありますか。日頃、気付いたことでもなん

でも構いません。今日は町長さんも列席していますので、ご意見が

あればお願いします。 
佐々木町長 
 
 
 
 

この中で協議していただいた健康増進計画、食育推進計画です

が、委員さんから話があったように、各家庭に配布して見てもらうこと

は大変良いことと思いますが、厚手の物を配布するということや、そ

の中の要所をまとめあげ、配るということも難しいこと思われます。 
他の地域ではどのようになっているのでしょうか。こういうものは

PR用として出されているのでしょうか。 

佐藤千恵委

員 
ダイジェスト版みたいな折りたたみ式で、各家庭に配布する町が

多いと思います。 
佐々木町長 これは、事務局のやる気と姿勢の問題かもしれませんね。 
高橋会長 町長さん、配布には資金の問題もありますよ。 
佐々木町長 それは、お任せください。 
高橋会長 
 
 

今回はスパンが長いので、佐藤さんが話したように、ダイジェスト

版で１枚でも２～３枚になっても、残っていくようなものがあればあり

がたいと思います。前は１枚ものでしたけれどもね。 
佐々木町長 何かこう、佐藤さんが話したような、折り込んだものでもね。 
高橋会長 いろんな地区をみているので、佐藤さんの意見も必要だと思いま

す。予算的にも大丈夫のようなので、実現できるようお願いします。 
他には大丈夫ですか。 

松田委員 
 

先ほどの説明の中で、広報誌の活用や地区に出向いて等と話さ

れていましたが、目標値を上げることは、数字的にはいとも簡単です

が、先ほど佐藤さんが話したように、目標値の設定根拠がどこにあ

るのかを専門職できちんと練り、一部のスタッフだけではなく、課内で

本気であげていくような努力が必要だと思います。栄養教室でも何で

も、いつも集まる人が同じということは、福祉課だけのことではありま

せん。その必要性について、何で聞かなければならないのか、何で

分からなければならないのか等を、もう少し踏み込んで住民の方々

に知らしめていく、認識をしてもらうことが一番大切なことだと思いま

す。そういう意味で、私の事業もそうですが、どこの事業でも問われ

ることなので、そこをはっきりさせ進まないと、目標の数字が数字だ

けで終わってしまうと思います。今まで、なぜ改善されなかったのか



を、計画を練った皆さんで時間をかけ振り返りながら、一つ一つの事

業を評価し、進んでいただきたいと思います。 

渋谷課長 貴重なご意見、ありがとうございます。 
高橋会長 
 

最後は自分達に良いものが跳ね返ってくるような、取り組み方をし

ていただけるとよいと思います。 
時間を割いてお集まりいただきましたが、第二回はこれで閉めさ

せていただきたいと思います。事務局閉めてください。 
菊地係長 貴重なご意見をいただきありがとうました。 

今後につきましては、先ほどご承認いただきました通り、町民の皆

様からのパブリックコメントの内容について、書面でいいのか、また

は、集まっていただいた方が良いのかを会長さんに報告しながら、

今後について計画していきたいと思います。基本的には書面での報

告とさせていただきながら、町の方で進めさせていただきたいと思い

ます。   
本日はこれで会議を閉めさせていただきます。 

 
 
会議の経過を記載して、相違ないことを証するためここに署名する。 
 
                        平成    年    月    日 
 

署名委員                    印 
 

 
署名委員                    印 
 

 
                        議   長                    印 


